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富島葺kメタン多豊田汚援を引で混合、 出℃にて8日

間矯養した』ところ 11g-N危g-'IiJ硲賓のアンモエアが車置

した.そこで、アンモニア過曜荷置を l四障さに瞳形、

温庄町℃、同叩として持続撞層に織気ガスを通気した

ところ‘ 世軒中の 踊%のアンそニア歯車棄を除去する

ことができた.そこでアンモエア除去掴置をメタン発

酵処躍したkころ、2岨lIg-VSの収単にてメタンが生成

した.しかし、本処理中、メタン生成とともにアン号

エアの再曹輔が蝿察されたことから、 再度、先と同様

の方棋でアンモニア除去ーメタン発酵世世を行ったとこ

ろ、 105ml/g-VSにメタン生成量が01:*された [3].本

桔呆は、調轟の乾式メタン発酵において、アンモZア

が主要な阻害事国であり、これを除去することにより

脆式メタン発酵が可能となることを示していた.

鶏.のアンモニア回収型乾式メタン発酵法の開発
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日本圃肉において、現在、費量I主主に揖却や雄肥化処理されているが、多〈の問姐がある.麹轟[揮

卵掴)は吉水a・75%程鹿であり多〈の有樋物が含まれていることから、廃棄物処理のみならずメタ

ンとしてエネルギー固岨を軒うことが可曲、かっメタン発酵世の水処理師不要な穂式メタン発酵技術

が新たな処理盛どして考えられた.しかし、調置を蝿量処理すると、量置する寓車庫アンモ=ア盟壷

蕪により・tJtメタン先勝l志阻書された.そこで.7ンモエア書置によるメタン鐙陣阻書を固置した新

醜メタン鎗碑撞衝の聞舞を特っている.

1 はじめに 証術であることから、今回、草畜費阜の中でも特に有

祖童察官有量町商い鶏轟単組での乾式メタン宛酵法の

岡本圏内におげる生物系有櫨鹿薬物の多〈を占める 醐宛に揖睡した.

糞尿・持揖は処理時的含水車.'.郎前後~高〈 、物理

的ガス化には重油などの補助縄料を必要とすることか z 実険方法

ら、メタン発障による生物的エネルギー回収が期待さ

れている.しかし、古水車 8肌以下の有檀物を担理す

る乾式メタン宛蝉法の研究開発はあまり行われていな

かった...式メタン発酵は、処理に却-30日を要する

が、世来の担式訟と比較して有横物含量が高〈、倒え

ば余剰再興の場合、提来桂では駒 2%の荷担を処理する

のに対して、 lit式指ではその 10倍の2明色町持泥を組理

することになるので、強酵槽体檀は単純に考えれば 10

分の lで済む.また、担理水が大幅に削植できるので

大きな排水処理世慣も必要とされないなどの利点を有

しており、広蝿圃な実用化が求められているが、高揖

度に曹積するアンモニアによる発陣阻害の回避が乾式

メタン発聞の大きな問題であった.

アンモニアは有檀動中のタンパタ置分解に伴い不可

避的に生虚し、経検的にはアンそニア檀度 3.0(陥唱.NIL

且下で運転することが盟ましい.そこで.主義々はスト

ジッピング法によるアンモニア回収型舵式メタン発酵

諺を検酎し、これまでに.余剰且水持涯を対象として、

鎌気桐化時にメタン生成は無いものの蜘 8，OIX回g-NIL

にも遣する遊離アンモzアを陣去・回収したのちメタ

ン宛酵を行弘アンモニアーメタン二段発酵桂を開発

した [1].本方法は、脱水汚泥に限るものではなく、有

構量鶏音量の商い有棚田形物に対して広〈適用できる

高曇は広島大学農場より採取したもの(吉水準75%、

クルグール宣紫古量87g-NIkg，岳固醇物)を、アンモニ

アおよびメタン生成種汚泥は広島県内下水処理センタ

ーの高温暗然梢化脱水搾毘(含水車町%)を用いた。

築融条件に世いこつを混合して、パイアル瓶またはバ

イオPアタターを用い、鎌気条件下で培養を行った圃

。}単槽式アンそニア回岨型メタン努酔

アンそニア除去は調轟の乾式メ タン努酵を可能とす

るが、先の方法では高温‘高アルカリ条件が必書であ

り、エネルギー回担率的低下、及。運転コストの制大

をまねく.そこで、 上記欠点を克服した、車府規儀式ア

ンモエア除去ーメタン安蝉桂を検酎し.園 lに示す続規

アンモニア回収型乾式メタン発酵装置を開努した.本

装置では持毘を混合指枠しながらバイオガスを日アク

ター上部から底部に外部循環させ、その途中でバイオ

ガス中に遊離したアンモエアを吸収漕にて陣去する.

アンモニア発酵後前もってアンモエアを除去した鋤賓

と金くの未処理調費を 1:1で混合した世潮を半連腕的

に投入、 ss'C、pH9以下のメタン発酵条件にて熔聾を

離脱したところ、アンモニア揖度を低歯車に保ちつつ、

問時にメタン発酵が可能であることが判。た.この時

の鶏糞からの最大メタン収率は 193m11g-VSであった

[4~ さ らに、 未処理調講 1曲%を用いた場合でも、 120

日以上の期間、乾式メタン易障が可能であった(凶2).

3 結果と考察

。}刷.メタン奏聞幽によるメタン生成

まず、メタン生感橿持混と混合した畠費を用いた乾

式メタン亮酬の可飽伎を3六二日℃及世田'CIとて巨富

田分培養法により検証した.その結果、日℃、日℃に

おけるメタン金属位置められf.かったが.l&養温度

37'Cにおいて 254周聞の酬穫渚穫後， 31mUg-VSの収

率でメタン生成が破恕された.この結果から、高檀度

アンモエア存在下でも長期間刷養することにより乾式

メタン発聞が可能であることが示された [2~ しかし、

非常に長期間の刷養が必要であること、メタン生成量

が少ないことからアンモニア除去によるメタン発酵の

商連他を検肘した. …叫償

園1アンモニア除去ーメタン発酵ラボ装置橿要因
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園2未処理鶏糞の半連続乾式メタン発陣結果

4. 今後の展望

今回の園第に当たっては抽呆を強調するために余剰

脱水時毘、且v鶏糞を単軸で岨理したが、実曹の現場

では生ゴミなどの都市直棄物や帽わらや雑草なEの、

いわゆるYフトバイオマスを混合することも可能であ

る.本プロセスの特世は、装置内のアンぞニア揖度を

有植物中町有檀体重ヨ帳台量に閤わらずメタン発酵が最

適に行われるように制御できることにあり、辱節、時

期、場所による量の変動が大きな各種バイオマスを-

.-所で通年処理するための重要な利点である.また.

これまでは希薄なため高度処理していたアンモエアが

量棺 回収されるので、より容易に肥料やエネルギー

などとしてカスケード利用も可能である.

実用化に向けた動きとしては、(株)目立エンヅzア

ロング・アンド・サーピスを中心として、M!DOr地織

バイオマス輯利用フィールドテスト事聾Jにて、本プ

ロセスを基本揖念としたパイロット装置での興住肱監

を行い.調量 10側でのメタン発酬に成功しており、近

い符来での実用化が期待できる['l.
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